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問  

農
家
の
農
業
離
れ
が

顕
著
で
、
食
料
自
給
率
は
目

標
値
47
％
に
対
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
換
算
値
で
は
37
％
と
大

き
く
か
け
離
れ
て
い
る
。２

月
に
は
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
侵
略
を
開
始
し
、
民
主

主
義
の
根
底
を
覆
す
暴
挙
が

発
生
し
た
。
最
大
限
の
非
難

と
抗
議
を
行
う
と
と
も
に
、

早
期
に
こ
の
侵
略
が
終
結

す
る
事
を
切
望
す
る
。
こ
の

侵
略
に
よ
り
、
世
界
の
政
治

経
済
は
二
極
化
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
食
料
・
肥
料
等
の
分

断
が
お
こ
り
、
各
国
が
食
料

危
機
の
発
生
を
危
惧
し
、
食

料
安
保
に
つ
い
て
真
剣
に
議

論
や
対
策
を
始
め
て
い
る
。

我
が
坂
城
町
に
お
い
て
も
、

こ
の
国
際
情
勢
を
受
け
て
農

業
施
策
の
見
直
し
に
よ
る
新

た
な
展
開
が
必
要
と
考
え
、

６
項
目
の
提
案
を
行
う
。

①
儲
か
る
農
業
の
構
築
②
Ｉ

Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
生
産

基
盤
の
確
立
③
法
人
化
の
検

討
④
地
域
農
業
の
特
徴
を
生

か
し
た
販
売
方
法
の
検
討
⑤

有
利
な
転
作
の
推
進
⑥
幼
保

小
中
高
で
の
食
育
の
推
進
。

商
工
農
林
課
長　

ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
よ
る
世
界
的
な
情

勢
変
化
に
よ
っ
て
、農
業
資
材

や
燃
油
高
騰
の
ほ
か
、食
料
自

給
に
対
し
て
も
危
機
感
が
高

ま
り
、新
た
な
対
応
が
必
要
と

考
え
る
。提
案
い
た
だ
い
た
課

題
に
つ
い
て
は
、十
分
検
討
を

行
い
、国
・
県
の
方
針
等
も
検

討
し
、今
後
の
農
業
施
策
に
生

か
す
。

食料自給率UPの施策を

新たな対応を検討する

農
業
振
興

問　
令
和
元
年
度
か
ら
開
始

し
た
産
後
ケ
ア
事
業
の
実
施

状
況
は
。

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長　

こ
の

事
業
は
、
出
産
後
１
年
ま
で

の
母
子
に
対
し
て
、
心
身
の

ケ
ア
や
育
児
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
い
、
産
後
も
安
心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
支
援
体
制
を

確
保
す
る
取
組
み
で
あ
る
。

現
在
、
短
期
入
所
型
と
居
宅

訪
問
型
を
実
施
し
て
い
る
。

３
年
度
の
利
用
は
、
短
期
入

所
型
が
５
人
で
合
計
９
日
。

居
宅
訪
問
型
は
５
人
で
合
計

25
回
で
あ
っ
た
。

問  

利
用
者
の
声
は
。

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長　
「
赤

ち
ゃ
ん
の
世
話
が
う
ま
く
で

き
な
く
て
悩
ん
で
い
た
が
、

助
産
師
さ
ん
に
教
え
て
も

ら
っ
て
と
て
も
良
か
っ
た
」

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

問  

も
う
一
つ
の
取
組
み
と

し
て
、
産
婦
が
助
産
師
等
の

い
る
施
設
に
出
向
く
通
所
型

が
あ
る
。
家
を
出
て
環
境
を

変
え
る
こ
と
で
心
も
体
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
。
実
施

へ
の
考
え
は
。

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長　

今
後

ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
る
中
で

研
究
し
て
い
く
。

公
共
施
設
の
ト
イ
レ

問  

膀
胱
が
ん
な
ど
で
そ
の

後
必
要
と
す
る
尿
取
り
パ
ッ

ド
を
捨
て
る
ご
み
箱
を
、
男

子
用
ト
イ
レ
に
設
置
で
き
な

い
か
。　

町
長　

必
要
性
の
高
い
施
設

か
ら
早
期
に
設
置
し
て
い

く
。

産後ケア

新
た
に
通
所
型
の
実
施
を

ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
研
究

ママ こんにちは（生まれて２日目のぼく）

新しい転作が進む（さつまいも）
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